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(報告要旨)
























された国民所得が後進的なシベ リア ･極東部と中央7ン7 ･カザフスタン郡に分配さ
れ,そこでの開発と経済発展を推進し,地域間平準化の歩みを保障している構造が解明
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される｡このような地域構造の変化と平準化の中で,国定フォンドが絶対的にも相対的 '
にも増加している地域,特にソべ1)ア･極東部で,同定7オ/ド効率が他の地域よりも
低件>なっていることがわかる｡以 卜,価借的視点からの分析は,ソ連の経済発展路線
を素制約に保障するはずの固定フォントの地域構造の変化と平準化の進行が同時にソ連
経済の発展の抑制作用の要田ともなっているという矛盾関係を導きだす｡これが本報告
の主要な結論である｡
